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表 1 我が国の初期「児童の相談」機関 
番
号 
 年 年 号 相談機関名 主な相談員 1939 年 
回答者 
① 1915 ⼤正 4 年  児童教養相談所（⻄⽚町）三⽥⾕啓 ------ 
② 1916 ⼤正 5 年  児童教養研究所（⽬⿊）三⽥⾕啓、久保良英 ------ 
③ 1919 ⼤正 8 年  ⼤阪市⽴児童相談所 三⽥⾕啓、稲葉幹⼀、⼩野磐彦、
鵜川富尾 
------ 
④ 1921 ⼤正 10 年 4 ⽉  広島県社会事業協会児童相談所 久保良英 久保良英 
⑤ 1921 ⼤正 10 年 7 ⽉  神⼾市⽴児童相談所 澄⽥福松、⽥中政太 ⼤⻄憲明 
⑥ 1922 ⼤正 11 年 1 ⽉  ランバス⼥学院児童相談所 今⽥恵 ----- 
⑦ 1924 ⼤正 13 年 10 ⽉  東京麹町区学校児童健康相談所 ⽵⽥俊雄 
⑧ 1925 ⼤正 14 年 愛知県⽴児童研究所 丸⼭良⼆、⽯川七五三⼆ ----- 
⑨ 1926 ⼤正 15 年 5 ⽉  東京本郷区学校児童教育健康相談所 ⾕茂、増⽥幸⼀ 三⽊安正 






























　田中の赴任は大学卒業直後の 1926（大正 15）年と思われるが、1927 年 4 月 10 日に行われ
た関西での応用心理学の会の発起人の一人となり、宮城県立第二高等女学校校長に転任した









































































































　紀要は 1926 年から 1931 年まで毎年 1 冊ずつ発行されて全 6 輯あり、第 1 輯から第 3 輯ま
で丸山良二による調査研究（一般児童の知能に関する研究を中心に）、第 4 輯から第 6 輯に
は石川七五三二の心理学的研究（知能検査法、言語発達、興味型テストに関する研究を中心
に）が掲載されている。







況を評価する尺度を作成し、総計が 100 点となるよう重みづけた。すなわち、1. 家族の一般
的状態（10 点）、2. 近隣（15 点）、3. 家族の実業状態（20 点）、4. 家庭の物資的条件（25 点）、
5. 家庭の雰囲気と親の態度（30 点）である。これに実際に記入しやすいように評定用紙を用
意した。さらに「家庭偏差値」をもって各家庭の状況を数値化しようと試みた。家庭偏差値
























































に関し回答を求めたという。勤務は 2 年で終わったが、この間、115 名の相談を受けた。相




































を 1911（明治 42）年 7 月に卒業した。千葉は同じく京都帝国大学の心理学専攻を 1926（大
正 15）年 3 月に卒業している。藤澤は京都市下京区の寺院の出身で、京都大学教授梅本堯夫
は子息である。一方、千葉の同級生には、支那学の泰斗内藤湖南の次男で後に立命館大学教
授を務めた内藤耕次郎がいる。
　この相談所の刊行物に「京都府少年教育相談所紀要」[1927（昭和 2）年 ] があり、相談所
が対応した 32 件の事例、ケースワークの方法、事例研究の意義に触れている。また、それ
らを俯瞰して概況をまとめている。1926（大正 15）年 4 月から 1927（昭和 2）年 3 月までの
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